
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証

代
わ
り
に
利
用
す

る
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
「
有
効
期

限
切
れ
」に
よ
る
、

受
診
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

い
る
◆
カ
ー
ド
に
内
蔵
す
る

「
電
子
証
明
書
」
の
更
新
を

迎
え
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
、
２
７
８
０
万
枚
に
の

ぼ
る
た
め
だ
と
い
う
◆「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
は
、
受
診
す

る
際
に
、「
利
用
者
証
明
電

子
証
明
書
」
で
本
人
を
確
認

す
る
◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
発
行
か
ら
10
年
が
有

効
期
間
だ
が
、
電
子
証
明
書

の
有
効
期
間
は
、
カ
ー
ド
発

行
日
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日

ま
で
◆
更
新
手
続
き
は
、
自

治
体
窓
口
に
本
人
が
出
向
く

必
要
が
あ
り
、
期
限
の
２
〜

３
カ
月
前
に
更
新
を
知
ら
せ

る
通
知
が
届
く
◆
受
診
す
る

ま
で
患
者
が
、
有
効
期
限
切

れ
に
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
と
か
◆「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
が
使
え
な
け
れ
ば
、
場

合
に
よ
っ
て
は
医
療
費
10
割

自
己
負
担
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
え
る
◆
政
府
が
強
引
に

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
一
本

化
し
、
従
来
の
保
険
証
の
新

規
発
行
を
停
止
し
た
た
め

に
、
政
府
が
う
た
う
「
効
率

化
」
と
は
真
逆
に
医
療
機
関

や
自
治
体
が
対
応
に
追
わ
れ

て
い
る
◆
当
面
「
資
格
確
認

書
」「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
は
送
ら
れ
て
来
る
が
、

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
◆

併
用
も
含
め
、
従
来
の
保
険

証
復
活
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
豊
分
会
　
富
彌
　
良
則
）

前建

図
」
の
原
画
は
、

や
は
り
迫
力
が
違

う
。
学
芸
員
の
説

明
は
残
念
な
が
ら

難
聴
で
聴
こ
え
な

か
っ
た
が
、
水
墨

画
家
の
丸
木
位
里

夫
妻
の
作
品
は
、

絵
と
い
う
よ
り
画
、

図
と
呼
ぶ
ほ
う
が

合
っ
て
い
る
と
納
得
す
る
。

　
母
子
像
が
必
ず
描
か
れ
て

お
り
、
生
へ
の
未
来
を
予
感

さ
せ
て
い
る
。
炎
は
赤
だ
が

赤
い
血
は
皆
無
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。

血
も
焼
け
れ
ば
黒
く
な
る

が
、
よ
り
リ
ア
ル
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　
丸
木
夫
妻
が
入
市
被
爆
し

な
が
ら
、
人
生
を
賭
し
て
描

い
た
「
原
爆
の
図
」
見
る
価

値
は
あ
っ
た
。

　
屏
風
仕
立
て
は
、
作
品
の

発
表
当
時
は
ま
だ
占
領
軍
の

統
治
下
で
、
報
道
規
制
が
さ

れ
て
お
り
、
半
ば
ゲ
リ
ラ
的

に
全
国
巡
回
展
を
や
る
う
え

で
の
苦
肉
の
策
だ
っ
た
よ
う

で
、
占
領
下
で
も
１
０
０
万

人
以
上
の
来
場
者
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　
お
土
産
も
買
い
、
外
ま
わ

り
を
散
策
、
下
へ
降
り
た
が

河
岸
段
丘
で
、
川
面
に
は
降

り
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
坂
の

踏
み
石
に
も
作
品
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
た
。

　
猛
暑
の
中
、
春
先
は
上
手

く
啼
け
な
い
ウ
グ
イ
ス
が
、

き
れ
い
に
啼
い
て
い
た
。

　
被
爆
直
後
の
広
島
を
訪

れ
、
自
身
も
入
市
被
爆
さ
れ

た
夫
妻
が
体
験
し
た
こ
と
を

一
筆
一
筆
に
染
め
流
し
、
こ

れ
を
全
世
界
に
、
そ
し
て
後

世
に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
と
の
思
い
が
ま
ざ
ま
ざ
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
館
に
は
「
南
京
大

虐
殺
の
図
」「
ア
ウ
シ
ュ
ビ

ッ
ツ
の
図
」「
水
俣
の
図
」な

ど
の
展
示
や
、
関
東
大
震
災

の
時
に
虐
殺
さ
れ
た
韓
国
朝

鮮
の
人
々
の
た
め
に
建
て
た

「
痛
恨
の
碑
」も
美
術
館
の
駐

車
場
に
あ
り
、
丸
木
夫
妻
は

原
爆
の
み
な
ら
ず
国
籍
や
人

種
、
偏
見
な
ど
の
差
別
と
も

戦
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
戦
争
ほ
ど
残
酷
で
悲
惨
な

も
の
は
な
く
、
平
和
ほ
ど
尊

く
幸
福
な
も
の
は
な
い
と
誰

も
が
解
っ
て
い
て
も
、
未
だ

に
世
界
で
は
戦
火
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
一

人
一
人
が
出
来
る
こ
と
は
、

本
当
に
微
々
た
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
そ
れ
で
も
私
た
ち

が
考
え
、
訴
え
、
そ
し
て
行

動
し
続
け
る
こ
と
が
、
大
切

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
平
和
取
材
で
の
経

験
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
の

生
活
や
、
組
合
活
動
に
活
か

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
は
１
時
間
以
上
か
か
る
た

め
躊
躇
し
ま
し
た
が
、
同
美

術
館
は
老
朽
化
の
た
め
本
年

の
９
月
28
日
ま
で
で
休
館
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は

２
年
後
の
２
０
２
７
年
。
現

在
の
姿
の
美
術
館
で
見
学
で

き
る
の
は
今
し
か
な
い
こ
と

や
、
平
和
取
材
の
よ
う
な
機

会
が
無
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
足

を
運
ば
な
い
の
で
は
？
と
い

う
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
美
術
館
で
は
、
学
芸
員
の

方
に
解
説
を
し
て
頂
き
、
丸

木
夫
妻
が
共
同
制
作
し
た
全

15
部
か
ら
な
る
「
原
爆
の

図
」（
第
15
部
目
の
「
長
崎
」

は
長
崎
原
爆
資
料
館
で
展

示
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
平
和
取
材
の
時
季

と
な
り
、
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
川
口
先
生
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
は
広

島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
か
ら
80
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
原
爆
の
図
　
丸
木
美

術
館
」
見
学
の
提
案
を
頂
き

ま
し
た
。

　
場
所
を
調
べ
る
と
埼
玉
県

東
松
山
市
に
あ
り
、
品
川
か

　
６
月
29
日
、
埼
玉
県
東
松

山
市
の
丸
木
美
術
館
・「
原

爆
の
図
」を
取
材
に
行
っ
た
。

最
初
は
あ
ま
り
気
乗
り
が
し

な
か
っ
た
が
、
取
材
先
選
定

の
時
（
３
月
教
宣
部
会
）
に

配
ら
れ
た
資
料
に
「
原
爆
の

図
」
第
一
部
（
幽
霊
）、
第

二
部
（
火
）
の
写
真
と
添
文

が
あ
っ
た
。

　「…

爆
心
地
帯
の
地
上
の

温
度
は
６
千
度
、
爆
心
近
く

の
石
段
に
人
の
影
が
焼
き
つ

い
て
い
ま
す
。
だ
が
、
そ
の

瞬
間
に
そ
の
人
の
か
ら
だ

は
、
蒸
発
し
た
の
で
し
ょ
う

　
80
年
前
の
８
月
、
原
爆
投

下
に
よ
り
広
島
で
約
14
万

人
、
長
崎
で
約
７
万
人
の
方

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
被

爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ
全
国

の
被
爆
者
が
２
０
２
４
年
末

時
点
で
９
９
，１
３
０
人
と

な
り
10
万
人
を
割
っ
た
と
あ

り
ま
し
た
。

　
平
均
年
齢
は
86
・
13
歳
で
、

１
９
８
０
年
度
に
37
万
２
千

人
を
超
え
て
以
降
減
少
が
続

教
育
宣
伝
部
長

　
　河
崎
　弘
樹

豊
分
会

　
　富
彌
　良
則

西
品
川
分
会

　
　
　小
林
　秀
之

か
。
飛
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
爆
心
近
く
の
こ

と
を
語
り
伝
え
る
人
は
だ
れ

も
い
な
い
の
で
す…

」。

　
こ
の
影
の
持
ち
主
の
こ
と

な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
見
る
価
値

あ
り
と
期
待
し
た
。

　
朝
、
り
ん
か
い
線
で
大
井

町
〜
池
袋
・
東
武
東
上
線
〜

森
林
公
園
で
下
車
。
前
に
も

増
し
て
９
時
過
ぎ
で
酷
暑
、

徒
歩
は
危
険
と
判
断
、
だ
が

タ
ク
シ
ー
が
無
い
。
会
社
に

連
絡
し
て
タ
ク
シ
ー
を
回
し

て
も
ら
い
２
台
で
ピ
ス
ト
ン

輸
送
し
丸
木
美
術
館
へ
到
着
。

縦
１
・
８
㍍
、
横
７
・
２
㍍
。

　
屏
風
仕
立
て
の
「
原
爆
の

い
て
い
ま
す
。
戦
後
80
年
に

な
り
戦
争
・
原
爆
の
風
化
が

進
み
、
体
験
継
承
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
は
、
先
の
大
戦

や
原
爆
の
悲
惨
さ
に
関
心
が

薄
れ
か
け
て
い
た
人
間
で
し

た
。

　
こ
の
度
初
め
て
知
っ
た
、

丸
木
美
術
館
を
６
月
29
日
訪

ね
、
丸
木
夫
妻
が
30
年
以
上

か
け
て
共
同
制
作
を
し
た
14

枚
の
「
原
爆
の
図
」
と
向
き

合
い
ま
し
た
。

　
丸
木
夫
妻
が
後
世
に
、
こ

の
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
よ

う
と
し
た
情
熱
に
圧
倒
さ

れ
、
女
性
や
子
供
と
い
っ
た

弱
者
の
悲
痛
な
声
が
、
水
墨

画
の
絵
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
な
く

て
良
か
っ
た
。
そ
し
て
、
未

来
に
お
い
て
人
間
に
よ
る
、

こ
ん
な
悲
劇
が
あ

っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

　
丸
木
美
術
館
は
、

今
年
９
月
28
日
か

ら
改
修
の
た
め
２

年
程
休
館
に
入
り

ま
す
。

　
夏
休
み
の
間
に
、

近
く
の
国
営
武
蔵

丘
陵
森
林
公
園
に
遊
び
が
て

ら
、
美
術
館
に
行
か
れ
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

　
原
爆
投
下
を
正
当
化
す
る

発
言
を
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
は
是
非
、
広
島
・
長
崎

と
共
に
、
丸
木
美
術
館
を
訪

れ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

河崎さん（豊越）

「ピカは人がおとさにゃおちてこん」

学芸員の方から話を聞く（第１部「幽霊」前にて） Ⓒ丸木美術館Ⓒ丸木美術館

第１部「幽霊」添文 Ⓒ丸木美術館Ⓒ丸木美術館

戦争ほど残酷で悲惨なものはなく、戦争ほど残酷で悲惨なものはなく、
平和ほど尊く幸福なものはない平和ほど尊く幸福なものはない

平
和
共
同
取
材

平
和
共
同
取
材

平
和
共
同
取
材

平
和
共
同
取
材
『
原
爆
の
図  

丸
木
美
術
館
』

『
原
爆
の
図  

丸
木
美
術
館
』
見
学
見
学
見
学
見
学

　
教
育
宣
伝
部
で
は
、６
月
29
日
に
教
宣
部
員
８
名
・
組
合
員
２
名
・
書
記
１
名
の
計
11

名
で
猛
暑
の
中
、案
内
役
に
川
口
重
雄
さ
ん
を
迎
え
、今
年
で
４
回
目
と
な
る
平
和
取
材

と
し
て
、埼
玉
県
東
松
山
市
に
あ
る『
原
爆
の
図
　
丸
木
美
術
館
』を
訪
れ
ま
し
た
。

人
生
を
賭
し
て

人
生
を
賭
し
て

弱
者
の
悲
痛
な
声
が

弱
者
の
悲
痛
な
声
が

　８月13日（水）～８月15日（金）は夏期休暇
のため、組合事務所を閉鎖させて頂きますの
で、ご了承下さい。

8月１日現在組合員数…2,021名

お　知　ら　せ

建 設 な ん ぶ ２０２５年８月１日（１） （昭和42年12月６日
第三種郵便物認可）（毎月１日・１０日

２０　日 発 行）
発 行 所

東京土建一般労働組合
南 部 ブ ロ ッ ク 会 議
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代表者 井 澤 典 一
定価　１部　50円
（購読料は組合費に含まれています）
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に
気
が
付
い
た
が
、
そ
れ
を

見
て
、
昔
会
社
の
先
輩
か
ら

聞
い
た
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
カ

ウ
ナ
ス
領
事
館
員
で
あ
っ
た

杉
原
千
畝
が
、
１
９
４
０
年

７
月
か
ら
８
月
29
日
に
か
け

参
加
し
て
下

さ
っ
た
、
組

合
員
・
家
族

の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
も
粘

り
強
く
訴
え

て
い
き
ま
し

ょ
う
。

給
付
金
で
は
な
く
消
費
税

減
税
を
求
め
て
い
る
事
、

合
わ
せ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
強
く
反
対
し
、
廃
止

を
求
め
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
帰
宅
・
買
い
物
途
中
の

方
で
、
足
を
止
め
て
訴
え

に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
方

や
、
署
名
を
し
て
下
さ
る

方
も
い
て
、
18
時
か
ら
開
始

を
し
て
、
署
名
は
全
体
で
36

筆
を
集
約
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
各

駅
１
０
０
０
個
、
合
計
２
０

０
０
個
を
１
時
間
で
配
布
し

ま
し
た
。

　
署
名
を
し
て
下
さ
っ
た

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
連
日
の
暑
さ
の
中

ン
ボ
イ
ス
中
止
と
消
費
税
減

税
を
求
め
る
」
駅
頭
宣
伝
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
弁
士
に
よ
る
宣
伝
で
は
、

参
議
院
選
で
は
、
消
費
税
減

税
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
事
、

相
変
わ
ら
ず
実
質
賃
金
の
マ

イ
ナ
ス
が
続
き
、
多
く
の
方

が
生
活
に
苦
し
ん
で
い
る
事
、

り
、
雨
合
羽
を
着
た
り
と
大

変
で
し
た
が
、
大
勢
の
仲
間

の
中
、
威
勢
が
上
が
り
ま
し

た
。

　
物
価
の
高
騰
が
続
き
、
建

設
業
者
の
生
活
が
苦
し
い
中

で
、
建
設
国
保
料
の
値
上
が

り
を
少
し
で
も
抑
え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
、
補
助
金

の
現
行
水
準
確
保
、
賃
金
・

単
価
の
引
き
上
げ
を
訴
え
ま

し
た
。

　
雨
降
る
中
、
参
加
し
て
頂

い
た
組
合
員
の
皆
様
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
私
は
、
保
健
医
療
局
の
交

渉
団
に
参
加
し
、「
補
助
金

の
現
行
水
準
を
確
保
し
、
建

設
国
保
を
育
成
強
化
す
る
」

と
い
う
と
答
弁
を
聞
く
事
が

で
き
ま
し
た
。

　
東
京
都
へ
の
要
請
が
終

わ
っ
た
後
は
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
に
場
所
を
移
し
て
、

全
建
総
連
６
・
25
予
算
要
求

中
央
決
起
集
会
が
行
わ
れ
、

全
国
47
県
連
組
合
１
８
７
７

人
の
仲
間
が
集
ま
り
、
各
政

党
の
国
会
議
員
に
要
請
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
雨
が
降
っ
た

り
止
ん
だ
り
の
、
あ
い
に
く

の
空
模
様
で
、
傘
を
さ
し
た

　
６
月
25
日
、
全
建
総
連
東

京
都
連
総
連
合
主
催
に
よ
る

「
全
都
建
設
労
働
者
対
都
要

請
行
動
」
が
、
都
庁
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
　

　
２
０
２
６
年
度
の
予
算
要

求
、
仕
事
と
就
労
確

保
、
諸
要
求
実
現
、

建
設
国
保
組
合
へ
の

現
行
水
準
確
保
を
掲

げ
、
東
京
都
の
「
財

務
局
」「
保
健
医
療
局
」

「
都
市
整
備
局
」「
環

境
局
」「
産
業
労
働
局
」

「
主
税
局
」
へ
交
渉
団

が
入
り
、
要
請
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

15
部
共
同
制
作
さ
れ
、
内
14

部
が
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。（※

15
部
は
、
長

崎
に
）

　
展
示
さ
れ
て
い
る
図
は
、

初
め
は
ど
の
作
品
も
直
視
で

　
６
月
29
日
埼
玉
県
東
松
山

市
に
あ
る
丸
木
美
術
館
に
行

っ
て
来
ま
し
た
。

　 

広
島
出
身
の
丸
木
位
里

と
妻
の
俊
が
原
爆
投
下
直
後

の
広
島
を
訪
れ
自
分
の
目
で

見
た
も
の
、
耳
で
聞
い
た
こ

と
を
余
す
こ
と
な
く
描
い
た

絵
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

 

原
爆
の
図
以
外
に
も
南
京

大
虐
殺
の
図
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ

ッ
ツ
の
図
、
水
俣
の
図
な
ど

も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
学
芸
員
の
方
の
話
を
聞
き

な
が
ら
、
一
枚
一
枚
見
て
回

り
そ
の
当
時
の
悲
惨
な
状
況

に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
何

の
罪
も
な
い
人
達
が
何
故
こ

ん
な
酷
い
目
に
遭
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
か
っ
た
の
か…

。

　 
一
方
南
京
大
虐
殺
で
は

日
本
兵
が
中
国
人
を
虐
殺
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
は
ド
イ
ツ
人

が
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
を
虐
殺
。

　
普
段
は
優
し
い
人
々
、
思

い
や
り
を
持

っ
た
人
々
が
、

戦
争
と
い
う

狂
気
に
飲
み

込
ま
れ
る
と
、

そ
れ
が
正
義

　
６
月
29
日（
日
）、
教
宣
部

員
と
見
学
希
望
の
組
合
員
の

計
11
名
で
、
埼
玉
県
東
松
山

市
に
あ
る
「
原
爆

の
図
　
丸
木
美
術

館
」
を
、
平
和
取

材
と
し
て
見
学
し

て
来
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
広

島
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
数
日
後
。

画
家
の
丸
木
位
里

さ
ん
・
俊
さ
ん
夫

妻
は
現
地
に
入
り
、

目
の
当
た
り
に
し

た
光
景
や
、
聞
い

た
こ
と
を
、「
原

爆
の
図
」と
し
て
、

か
っ
た
。

　
館
内
は
程
良
く
冷
房
が
効

い
て
お
り
快
適
だ
っ
た
が
、

案
内
さ
れ
た
展
示
室
に
入
る

と
す
ぐ
に
、「
原
爆
の
図
」

第
一
部「
幽
霊
」、ま
た
横
に
、

第
二
部
の「
火
」と
、学
芸
員

さ
ん
の
説
明
を
聞
く
ま
で
も

な
く
、
強
烈
な
印
象
と
、
お

ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
幽
霊
の
よ

う
に
さ
ま
よ
い
歩
く
人
々
の

姿
に
圧
倒
さ

れ
、
直
視
出

来
な
い
自
分

が
い
た
。

　
丸
木
夫
妻

は
、
原
爆
投

下
時
に
は
広

　
６
月
29
日（
日
）、
早
朝
り

ん
か
い
線
の
改
札
口
に
集

合
。
11
名
の
参
加
で
池
袋
ま

で
行
き
、
東
武
東
上
線
に
乗

り
換
え
、
森
林
公
園
駅
へ
。

　
駅
前
は
広
々
と
し
て
、
構

内
に
は
、
燕
が
巣
を
作
っ
て

飛
び
交
っ
て
お
り
、
都
内
と

は
違
う
雰
囲
気
で
、
暑
く
は

あ
っ
た
が
、
木
陰
は
涼
し
い

と
思
え
た
。

　
美
術
館
ま
で
は
、
バ
ス
路

線
は
停
留
所
か
ら
10
分
近
く

歩
く
と
い
う
事
で
、
タ
ク

シ
ー
を
呼
び
、
分
乗
し
て
向

　
今
年
も
８
月
の
平
和
特
集

号
の
取
材
に
向
け
て
、
出
発

進
行
。
大
井
町
駅
か
ら
丸
木

術
館
ま
で
は
約
２
時
間
弱
か

か
る
と
の
事
。
参
加
者
は
11

名
。
午
前
９
時
半
頃
に
森
林

公
園
駅
で
、
案
内
役
の
川
口

さ
ん
と
合
流
後
、美
術
館
へ
。

　
入
館
を
し
て
『
原
爆
の

図
』
を
見
て
、
気
分
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
い
、
少
し
休
憩

を
取
り
、
椅
子
に
座
っ
て
い

る
と
、
図
の
説
明
書
き
に
、

日
本
語
だ
け
で
は
な
く
、
外

国
語
で
も
書
か
れ
て
い
る
事

多
少
の
誇
張
は
あ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
美
術
館
で
展
示

さ
れ
て
い
る
作
品
を
見
る

と
、
そ
の
考
え
は
吹
っ
飛
び

ま
し
た
。
漫
画
は
皆
が
読
め

る
よ
う
に
多
少
柔
ら
か
く
し

て
あ
る
の
だ
と
。

　
14
の
原
爆
の
図
か
ら
醸
し

出
さ
れ
る
『
何
か
』
に
圧
倒

さ
れ
ま
す
。
そ
の
絵
と
向
き

合
う
こ
と
で
神
妙
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
観
て

お
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　
だ
が
こ
れ
で
も
、
本
物
の

光
景
を
見
た
人
に
は
柔
ら
か

く
映
る
の
か
な
と
い
う
思
い

も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絵
を
残
し
て
語
り
部

達
が
語
り
、
多
く
の
人
々
に

浸
透
し
、世
界
中
が
、原
爆
の

恐
ろ
し
さ
を
認
識
す
る
よ
う

　
丸
木
美
術
館
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
駅
か
ら
タ
ク

シ
ー
で
向
か
い
ま
し
た
が
、

途
中
、
獣
道
の
よ
う
な
所
を

通
っ
た
時
は
、「
こ
こ
通
る

の
」
と
思
わ
ず
声
を
出
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　「
近
道
だ
ろ
う
。
流
石
地

元
の
運
転
手
」と
思
い
き
や
、

こ
の
道
し
か
無
い
と
後
に
判

明
。
恐
る
べ
し
、
丸
木
美
術

館
。

　
私
の
原
爆
の
知
識
は
、
小

学
生
の
頃
に
少
年
ジ
ャ
ン
プ

に
掲
載
さ
れ
た
漫
画
「
は
だ

し
の
ゲ
ン
」に
よ
る
物
で
す
。

結
構
エ
グ
イ
画
な
の
で
す

が
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
惹
か

れ
る
物
が
あ
り
、
毎
週
読
ん

で
い
ま
し
た
。漫
画
な
の
で
、

　
教
育
宣
伝
部
の
皆
様
と
初

め
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
６
月
29
日
午
前
９
時
半

頃
、
森
林
公
園
駅
に
降
り
ま

し
た
。

　
空
は
真
っ
青
！
空
っ
て
こ

ん
な
に
大
き
い
か
っ
た
け
。

　
大
き
な
木
が
い
っ
ぱ
い
〜

林
〜
森
林
〜
森
林
公
園
。

　
今
日
の
目
的
地「
原
爆
の

図
　
丸
木
美
術
館
」へ
着
き

ま
し
た
。

　
川
口
先
生
の
案
内
で
館
内

に
入
る
と
最
初
に
目
に
入
っ

た
の
は
大
き
な
屏
風
絵
で

「
原
爆
の
図
」
で
し
た
。
そ
こ

に
は
赤
ち
ゃ
ん
、
子
供
、
母

親
が
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　
１
９
５
４
年
（
昭

和
29
年
）
に
第
五
福

竜
丸
が
ア
メ
リ
カ
に

よ
る
被
爆
を
受
け
ま

し
た
。

　
私
は
こ
の
映
画
を

小
学
高
学
年
に
父
親

に
連
れ
ら
れ
て
見
ま

し
た
。父
は
戦
時
中
、

　
連
日
30
℃
超
え
が
続
く
６

月
の
最
終
30
日
、
東
京
都
議

選
も
終
わ
り
、
次
の
参
議
院

選
挙
前
に
多
く
の
方
々
に
訴

え
る
趣
旨
で
、
大
井
町
駅
・

戸
越
銀
座
駅
の
２
駅
で
「
イ

国
保
対
策
委
員
長

　
　津
田
　光
久

税
金
対
策
部
長

　
　石
塚
　良
美

旗
中
分
会

　
　津
田
　順
子

中
延
分
会

　
　上
野
山
　和
男

大
井
分
会

　
　中
澤
　和
夫

南
品
川
分
会

　
　櫻
井
　守

後
地
分
会

　
　博
多
屋
　学

五
反
田
分
会

　
　浅
井
　敏
雄

島
に
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

南
浦
和
に
疎
開
し
て
い
た
そ

う
で
、
新
型
爆
弾
投
下
の
知

ら
せ
を
聞
き
、
位
里
は
列
車

で
広
島
へ
９
日
の
夜
に
到
着

し
、
被
爆
者
の
救
出
等
を
し

た
よ
う
で
す
。

　
夫
妻
で
原
爆
の
図
を
描
く

決
意
を
し
た
の
は
昭
和
23
年

の
夏
で
し
た
。

　「
今
か
ら
で
は
遅
い
。だ

が
、今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
」

と
し
て
、
２
人
で
こ
の
大
作

が
生
ま
れ
た
。

に
な
り
、
日
本
以
外
の
国
に

も
、
今
も
落
と
さ
れ
る
事
が

な
い
の
は
、
こ
の
様
な
発
信

の
一
助
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
は
、
南
京
大
虐
殺
の

絵
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

日
本
人
に
よ
り
30
数
万
人
虐

殺
さ
れ
、
原
爆
の
被
害
と
同

じ
く
ら
い
の
事
象
で
す
。

　
一
方
で
は
被
害
者
で
あ

り
、
一
方
で
は
加
害
者
で
も

あ
る
の
で
す
。
胸
が
痛
む
事

は
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
所
で

す
が
、そ
れ
は
ご
法
度
で
す
。

　
し
っ
か
り
と
反
省
し
た
上

で
良
き
未
来
に
向
け
て
進
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
成
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
思
い
を
抱
か

せ
て
貰
え
る
様
な
、
心
を
練

る
に
は
十
分
な
旅
で
し
た
。

　
余
談
に
は
な
り
ま
す
が
、

平
和
取
材
の
帰
り
に
、
豊
越

分
会
の
岡
﨑
さ
ん
か
ら
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
一
時
期
に
遊
ん

だ
友
人
で
す
。
学
校
が
違
っ

た
の
で
そ
の
後
疎
遠
に
な
り

ま
し
た
が
、「
建
設
な
ん
ぶ
」

で
私
の
名
前
を
見
つ
け
て
、

連
絡
し
て
く
れ
た
と
の
事
。

　
50
数
年
ぶ
り
に
声
を
聞
き

ま
し
た
。
ま
さ
か
土
建
に

入
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
『
繋
が
り
』

を
大
切
に
し
て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
。

貨
物
船
で
全

国
を
回
っ
た

と
の
こ
と
。

同
じ
年
（
オ

レ
７
歳
）
の

９
月
26
日
伊

勢
湾
台
風
に

よ
り
、
津
軽

海
峡
で
「
洞
爺
丸
」
が
沈
没

し
、
１
５
０
０
名
余
り
が
命

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
、
私
の
故
郷
の
北
海

道
岩
内
町
で
大
火
に
な
り
町

の
８
割
が
燃
え
て
、
何
も
な

い
町
に
な
り
40
名
近
く
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
港
に
あ
っ

た
重
油
ド
ラ
ム
缶
が
爆
発
し

て
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の
よ
う
に

空
へ
飛
ん
だ
の
を
今
で
も
目

に
浮
か
び
ま
す
。

　
こ
の
出
来
事
は
水
上
勉
著

「
飢
餓
海
峡
」
で
小
説
、
映

画
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
80
年
、
現
在
も
世
界

中
で
戦
争
、
紛
争
が
起
き
て

い
ま
す
。

　
丸
木
ス
マ
の
言
葉
「
ピ
カ

は
人
が
お
と
さ
に
ゃ
お
ち
て

こ
ん
」

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
首
相
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
と
会
っ
て
（
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
）
に
推
薦
し
た
と
言
っ

て
、
二
人
と
も
嬉
し
そ
う
な

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　「
平
和
の
た
め
の
戦
争
」っ

て
許
さ
れ
る
の
？

　
暗
く
、
辛
い
文
章
で
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
は
楽

し
い
話
題
で
。

で
あ
る
と
信
じ
て
お
互
い
に

殺
し
合
う
。
改
め
て
戦
争
は

絶
対
的
な
悪
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。 

き
な
い
程
、
悲
惨
な
光
景
が

描
か
れ
、
戦
争
と
は
本
当
に

惨
い
も
の
だ
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

　
た
だ
展
示
さ
れ
た
作
品
の

中
に
、
被
害
を
受
け
た
事
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
が
他
国

へ
の
加
害
国
で
も
あ
る
作
品

が
展
示
さ
れ
、
丸
木
夫
妻
は

戦
争
が
い
か
に
愚
か
な
事

か
、
平
和
が
大
切
か
を
訴
え

か
け
て
い
る
の
が
良
く
分
か

り
ま
し
た
。

6・306・30 インボイス中止と消費税減税を求める駅頭宣伝行動
インボイス中止と消費税減税を
求める駅頭宣伝行動

給付金ではなく、消費税減税を！給付金ではなく、消費税減税を！

て
、
大
量
の
ビ
ザ
（
通
過
査

証
）
を
発
給
し
、
日
本
経
由

で
避
難
民
を
救
っ
た
、
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
話
を
思
い
出

し
た
。

　
杉
原
千
畝
と
同
様
に
『
原

爆
の
図
』
を
後
世
に
残
し
た

丸
木
夫
妻
も
、
素
晴
ら
し
い

日
本
人
だ
と
思
っ
た
。

大井町駅前にて

道行く人が足を止めて

阿部衆議院議員不在のため秘書へ要請

戸
越
銀
座
駅
前
に
て

全国から1877人の仲間が日比谷へ集う

9月28日で改修のため一旦閉館をする
『丸木美術館』

川
口
重
雄
さ
ん
よ
り
説
明
を
受
け
る

石原衆議院議員と懇談

しのはら都議と組合事務所にて

地元国会議員
都議会議員要請行動
地元国会議員
都議会議員要請行動

東
京
都
連・全
建
総
連
予
算
要
求
集
会

東
京
都
連・全
建
総
連
予
算
要
求
集
会

６・25

Ⓒ丸木美術館Ⓒ丸木美術館Ⓒ丸木美術館

Ⓒ丸木美術館Ⓒ丸木美術館

Ⓒ丸木美術館Ⓒ丸木美術館

丸木美術館前にて

第
２
部「
火
」

第５部「少年少女」

第８部「救出」の一部（※左は丸木俊・自画像）

駐車場内にある「痛恨の碑」前にて

Ⓒ丸木美術館Ⓒ丸木美術館

戦
争
と
い
う
狂
気
に

戦
争
と
い
う
狂
気
に

直
視
で
き
な
い
ほ
ど
の

直
視
で
き
な
い
ほ
ど
の

観
て
お
い
て
、良
か
っ
た

観
て
お
い
て
、良
か
っ
た

強
烈
な
印
象

強
烈
な
印
象

素
晴
ら
し
い
日
本
人

素
晴
ら
し
い
日
本
人

平
和
の
た
め
の
戦
争
っ
て…
平
和
の
た
め
の
戦
争
っ
て…

大
勢
の
仲
間
と
共
に
、諸
要
求
を
訴
え
る
！

大
勢
の
仲
間
と
共
に
、諸
要
求
を
訴
え
る
！

（昭和42年12月６日
第三種郵便物認可）（毎月１日・１０日

２０　日 発 行） 建 設 な ん ぶ２０２５年８月１日（３） （２）第２１９３号

しながわ平和のための戦争展
―戦争ではなく平和の道を―

主催：しながわ平和のための戦争展実行委員会
連絡先：西條明子 140-0015 品川区西大井5-21-7　TEL03-5742-7563

2025年
第41回

おもな催し
23日（土） 13：30　「台湾有事と日本―戦争を回避する道」布施祐仁氏

17：30　「今こそ憲法」講演 金子勝立正大学名誉教授
24日（日） 13：30　被爆証言「２人で語る　平和を願って」片田祖母・孫

終戦80年、地域から戦争を見つめる。戦争は終わっていない。
戦争は人権を奪う。戦争ではなく平和を選び取るために大切なことは

入場
無料日時●8月21日（木）・22日（金）10時～ 19時　

23日（土）19時30分まで　　24日（日）17時まで　
会場●品川区民ギャラリー（イトーヨーカドー大井町店８階）



が
、
物
価
高
騰

の
中
で
も
『
子

供
た
ち
が
楽
し

め
る
価
格
』
を

貫
い
て
い
る
か

ら
か
、
人
の
波

が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
閉
店

間
際
ま
で
売
り

２
日
分
用
意
し

た
お
も
ち
ゃ
の

中
で
、
初
日
で
売
り
切
れ
て

し
ま
う
物
が
出
る
ほ
ど
、
終

始
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
『
子
供
に
も
、

親
に
も
優
し
い
』
お
店
を
出

店
し
、
少
し
で
も
地
域
に
貢

献
出
来
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

【
八
丈
島
分
会
発
】

　
７
月
19
日
（
土
）
〜
20
日

（
日
）
に
か
け
て
、
第
53
回

八
丈
島
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

今
年
も
東
京
土
建
八
丈
島
分

会
と
し
て
出
店
し
ま
し
た
。

　
例
年
通
り
『
財
布
に
優
し

い
夜
店
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
も
ち
ゃ
を
販
売
し
ま
し
た
。

西
日
が
厳
し
い
中
、
午
後
４

時
30
分
か
ら
お
祭
り
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
直

後
か
ら
、
親
子
連
れ
や
子
ど

も
達
が
友
達
と
一
緒
に
集
ま

り
だ
し
、
次
か
ら
次
へ
と
準

備
し
た
『
お
も
ち
ゃ
』
が
売

れ
出
し
ま
し
た
。

　
お
祭
り
全
体
の
参
加
者
は
、

減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す

　
先
日
、
交
流
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
し
く
品
川
支
部
に
入
会

さ
れ
た
方
や
初
対
面
の
方
と

交
流
で
き
、
大
変
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
料
理
は
ど
れ
も
美
味
し
く
、

バ
ー
で
好
み
の
飲
み
物
を
楽

し
め
た
の
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

　
会
費
も
手
頃
で
参
加
し
や

す
く
、
ビ
ン
ゴ
大
会
も
盛
り

上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
、

楽
し
く
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
仲
間
と
つ
な

が
る
交
流
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
入
社
し
て
６
年
目
で
事
務

職
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
品
川
駅
か
ら
会
場
ま
で
、

随
所
に
誘
導
の
方
達
が
い
て

下
さ
っ
た
の
で
、
会
場
ま
で

の
道
が
分
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。
暑
い
中
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

物
価
高
騰
の
中
で
も
、財
布
に
優
し
い
夜
店
で
す
！

物
価
高
騰
の
中
で
も
、財
布
に
優
し
い
夜
店
で
す
！

第
５３
回『
八
丈
島
夏
ま
つ
り
』へ
、今
年
も
出
店
！

　
会
場
で
は
、
右
近
冷
暖
房

の
名
前
を
確
認
し
て
お
声
か

け
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
あ
ま
り
お
酒
を
飲
め

な
い
の
で
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
の
種
類
が
あ
る
の
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
お
食
事
の
種
類
も
多
く
、

楽
し
く
食
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
ビ
ン
ゴ
大
会
で
会
場
が
盛

り
上
が
り
、
私
も
賞
品
が
当

た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

っ
と
一
息
つ
く―

そ
ん
な
ひ

と
時
が
、
私
に
と
っ
て
大
切

な
時
間
で
す
。

　
私
は
18
年
間
、
同
じ
バ
イ

ク
に
乗
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

買
っ
た
当
初
は
、
ま
さ
か
こ

こ
ま
で
長
く
付
き
合
う
こ
と

に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
で
は
す
っ

　
仕
事
が
終
わ
り
、
家
の
駐

車
場
に
バ
イ
ク
を
止
め
て
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
脱
ぎ
、
エ
ン

ジ
ン
を
切
る
。

　
そ
の
瞬
間
、「
今
日
も
無

事
に
終
わ
っ
た
な
」
と
、
ほ

か
り
『
相
棒
』
の
よ
う
な
存

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
猛
暑
の
日
も
、
雨
の
日
も
、

時
に
は
雪
の
中
で
も
、
現
場

や
事
務
所
ま
で
、
文
句
一
つ

言
わ
ず
走
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

故
障
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
度
に
修
理
し
て
乗

り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の

煤
が
エ
ン
ジ
ン
内
部
に
溜
ま

り
、
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な

く
な
る
こ
と
が
度
重
な
り
、

バ
イ
ク
屋
に
勧
め
ら
れ
て

相
棒
と
過
ご
し
た
18
年

相
棒
と
過
ご
し
た
18
年

小
山
分
会

　
　渡
辺
　博
明

「
デ
ポ
ジ
ッ
ト
洗
浄
液
」
と

い
う
も
の
を
試
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
エ
ン
ジ
ン
が
見
事
に

復
活
。

　
な
か
な
か
の
優
れ
も
の
で
、

も
し
人
間
に
も
効
く
な
ら
、

迷
わ
ず
一
献
差
し
上
げ
た
い

く
ら
い
で
す
。

　
正
直
な
と
こ
ろ
、
最
近
は

バ
イ
ク
の
パ
ー
ツ
の
供
給
も

減
っ
て
き
て
い
て
、「
そ
ろ
そ

ろ
買
い
替
え
の
時
期
か
な…

」

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
で
も
、
朝
、
バ
イ
ク
に
ま

た
が
り
事
務
所
に
向
か
う
道

す
が
ら
、
何
と
か
走
る
バ
イ

ク
に
感
謝
し
な

が
ら
、
始
ま
る

１
日
で
す
。

【
品
川
区
立
南
大
井
図
書
館
】

品
川
区
南
大
井
３-

７-

13
号

■
開
館
時
間

◎
火
〜
土
曜
９
：
00
〜 

20
：
00

◎
日
曜
・
月
曜
・
祝
日

９
：
00 

〜
17
：
00

■
休
館
日

◎
第
２
・
４
月
曜
日

◎
第
２
木
曜
日

※

祝
日
の
場
合
は
翌
日

■
年
末
年
始

■
特
別
整
理
期
間

　
品
川
区
立
南
大
井
図
書
館

は
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
大

森
駅
」
か
ら
徒
歩
10
分
、
ま

た
は
京
浜
急
行
「
大
森
海
岸

駅
」
徒
歩
７
分
の
場
所
に
あ

る
閲
覧
席
22
席
の
小
規
模
図

書
館
で
す
。

　
こ
こ
は
、
よ
く
行
く
居
酒

屋
と
は
違
う
、
カ
ウ
ン
タ
ー

と
は
違
う
、
机
の
上
に
は
ノ

ー
ト
や
本
は
あ
り
ま
す
が
、

当
然
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
覗
い

て
み
る
と
、
閲
覧
席
に
は
10

数
名
お
り
、
各
々
読
書
に
ふ

け
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
６
月
か
ら
猛
暑
と

な
り
、
と
て
も
体
に
堪
え
る

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　「
ぶ
ら
り
品
川
」
の
名
の

通
り
、
ぶ
ら
り
と
図
書
館
に

入
り
、
体
を
休
め
る
と
熱
中

症
に
な
ら
な
く
て
も
済
む
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
も
、
た
ま
に
は
近

所
の
図
書
館
で
、
本
を
読
み

な
が
ら
、
ひ
と
休
み
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

その 220

品
川
の
図
書
館

品
川
区
立
南
大
井
図
書
館

品
川
区
立
南
大
井
図
書
館

大
井
分
会

　
　中
澤
　和
夫

旗
中
分
会

　
　川
畑
　宗
也

支
部
分
会

　
　中
村
　千
秋

南大井図書館

各所で会話も弾む

乾杯！スタート！

館内の様子（中澤さん提供）

次から次へと、人の波 第53回八丈島夏まつり開催！

新たな交流で会話が弾む！新たな交流で会話が弾む！
仲間とつながる交流会　　　　　　　   　開催！仲間とつながる交流会　　　　　　　   　開催！

終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で

終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で

次
回
も
楽
し
み
に

次
回
も
楽
し
み
に

～NA・TSU・KO～～NA・TSU・KO～
　
６
月
27
日
（
金
）、
仲
間
と
つ
な
が
る
交
流
会
〜
Ｎ
Ａ・Ｔ

Ｓ
Ｕ・Ｋ
Ｏ
〜
を
59
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
よ
り
も
参
加
者
は
若
干
減
少
し
ま
し
た
が
、
初
参
加

者
が
19
名
と
な
っ
た
こ
と
で
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、
閉
会

後
も
話
が
弾
ん
で
い
る
様
子
が
各
所
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

初参加19名！
第２１９３号２０２５年８月１日 （４）


